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     ● 日時  平成 20 年１１月 ８日（土） １４：００～16：３０ 

     ● 会場  金沢大学地域連携推進センター（金沢市角間町） 

       
 
    
      

地下数十 までの地熱や太陽熱を利用して、駐車場や橋路面の融雪を行う 

技術を紹介します。地下水を散水しないので地盤沈下の心配が無く、電気や 

燃料をほとんど消費しないので運転コストは非常に安く、総合的に見て環境に 

優しい技術となっています。これまでの開発の経緯や導入事例を紹介しながら、 

北陸地方の融雪の将来についてご参加の皆様と考えたいと思います。 
 
 
  
 
 スケートやスキーは大変よく滑ります。しかし、なぜ氷や雪の上でよく滑るのか 

                という単純な問題を人類は一世紀以上に渡って考え続けてきました。さまざまな 

                学説が出されましたが、真理を探究する上で既存の知識や先入観が障害となった 

                事例も示します。雪発電では雪と地熱などを組み合わせて活用する熱サイホン発 

                                電の原理と装置を示します。邪魔もの扱いされる雪はクリーンで再生可能な資源 

                でもあります。雪の利用を通して、資源とは何かを考えます。        
 


